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介護人材確保・定着に関するアンケート調査 

調査票の概要 

郡山市内の介護人材確保における課題等を把握するため、人材確保のための取組みや苦慮している

事等についてアンケート調査を目的に実施しました。 

調査対象 郡山市内介護サービス事業所・施設 561 か所 

調査方法 
令和５年６月１日（木）～令和５年６月 30 日（金） 

「かんたん電子申請システム」ウェヴサイト、メール 
 

 

調査票の配布と回答状況 

 

種 類 配布数/依頼箇所 有効回答者数 有効回収率 

介護人材確保・定着アンケート 561 か所 270 か所 48.1 % 

 
 

 調査結果の見方 

◇各設問のカテゴリー（選択肢）等について、表現を短縮・簡略化している場合があります。 

◇集計結果のグラフのｎの値（number of cases）は回答割合算出における基数であり、100.0％が

何人の回答に相当するかを表しています。 

◇集計結果のグラフにおいて、回答が０件の選択肢（0.0％）については、数値の表記を省略していま

す。 

◇集計結果のグラフ・表における“無回答”には、当該設問への無回答の他、回答規則違反（例え

ば、単一回答の設問における複数回答など）の件数（票数）が含まれます。 

◇集計結果のグラフ・表における比率（％）は、小数点第２位を四捨五入して算出・表示しているた

め、百分率の合計が 100％にならない場合があります。 

また、複数回答式の質問においては、各設問の調査数を基数として算出するため、全ての選択肢の

割合を合計すると 100.0％を超える場合があります。 

◇各設問番号は、実際のアンケート調査の番号を用いています。 

本調査の回答状況は以下のとおりです。 
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（１）行っているサービスについて 

設問３ 貴事業所で行っているサービスはどれですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス種別について、「居宅介護支援、高齢者あんしんセンター」が 21.5％と最も高く、次いで

「通所介護、地域密着型通所介護」(20.0％）、「介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型

医療施設、介護医療院、地域密着型介護老人福祉施設」（11.1％）となっています。 

 

  

n = 270　

居宅介護支援、高齢者あんしんセンター

訪問介護

訪問入浴介護

訪問看護

訪問リハビリテーション

通所介護、地域密着型通所介護

通所リハビリテーション

短期入所生活介護

特定施設入居者生活介護、地域密着型特定施設入居者
生活介護

福祉用具貸与・福祉用具販売

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型通所介護

小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医
療施設、介護医療院、地域密着型介護老人福祉施設

無回答
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（２）介護人材について 

設問４ 貴事業所の、介護人材の充足の度合いについてチェックしてください。 

※いずれか１つのみチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護人材の充足度について、「不足する時もあるが、おおむね充足し、支障ない」が 37.4％と最も

高く、次いで「不足気味で支障に感じることがある」(33.0％）、「充足しており、まったく支障な

い」（14.1％）となっています。 

 
設問５ 貴事業所で、介護人材の確保で困っていることは何ですか。 

※あてはまるものすべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介護人材確保の課題について、「応募者がいない」が 60.0％と最も高く、次いで「定着しない（離

職が早い）」(23.3％）、「人材育成に取り組めない」（20.4％）となっています。 

 

  

n = 270　

応募者がいない

定着しない（離職が早い）

人材育成に取り組めない

その他

特にない

無回答
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  凡　例

n = 270 14.1 37.4 33.0 13.0

2.6

0.0

充足しており、

まったく支障ない

不足する時もあるが、

おおむね充足し、支障ない

不足気味で支障に

感じることがある

慢性的に不足し、

支障がある

その他
無回答

（%）



  

4 

 
設問７ 貴事業所において、現在、特に人材確保に苦慮している職種はどれですか。 

※上位３つまでをチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材確保が困難な職種について、「介護職員(通所、入居系、施設)」が 47.8％と最も高く、次いで

「看護師・准看護師」(33.0％）、「介護支援専門員」（18.5％）なっています。 

 

 

 

  

n = 270　

介護職員(通所、入居系、施設)

看護師・准看護師

介護支援専門員

訪問介護員

生活相談員(通所、入居系、施設)

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

サービス提供責任者

主任ケアマネジャー(地域包括)

社会福祉士(地域包括)

保健師・看護師(地域包括)

計画作成担当者（通所、入居系、施設）

柔道整復師・あん摩マッサージ指圧師・
はり師・きゅう師

管理栄養士・栄養士

福祉用具専門相談員

無回答
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設問８ 貴事業所において、特に退職者の多い職種（定着率の低い職種）はどれですか。 

※上位３つまでをチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定着率の低い職種について、「介護職員(通所、入居系、施設)」が 49.3％と最も高く、次いで「看護

師・准看護師」(31.9％）、「介護支援専門員」（14.8％）となっています。 

 

 

  

n = 270　

介護職員(通所、入居系、施設)

看護師・准看護師

介護支援専門員

訪問介護員

生活相談員(通所、入居系、施設)

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士

サービス提供責任者

保健師・看護師(地域包括)

社会福祉士(地域包括)

計画作成担当者（通所、入居系、施設）

主任ケアマネジャー(地域包括)

管理栄養士・栄養士

柔道整復師・あん摩マッサージ指圧師・
はり師・きゅう師

福祉用具専門相談員

無回答
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設問９ 設問７、８の職種の人材が不足する理由、退職者が多い理由にチェックしてください。 

※上位３つまでをチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材不足の理由について、「業務の中で精神的に負担になることがあり、勤務を続けられなくなっ

た」が 28.9％と最も高く、次いで「入職前の予想以上に業務内容がきつく、精神的・体力的に続かな

い」(25.9％）、「職場(職員同士)の人間関係でトラブルがあり退職する」（24.1％）となっていま

す。 

 

 

 

  

n = 232　

業務の中で精神的に負担になることが
あり、勤務を続けられなくなった

入職前の予想以上に業務内容がきつく、
精神的・体力的に続かない

職場(職員同士)の人間関係で
トラブルがあり退職する

給与面の待遇がよくない

好条件で募集している他の事業所が
あるため、転職しやすい

高年齢者が多く、体力的に続かない・
パソコン等の機器に慣れない

身内の介護のため退職する

夜勤がある、夜間の緊急対応がある

結婚・出産を機に退職する

定年退職者が多く、補充が追い付かない

採用に必要な有資格者がもともと
少ないので、応募がない

採用しても人件費に見合うだけの収入が
見込めないため採用できない

勤務時間が長い、残業が多い

利用者・家族との関係でトラブルが
あり退職する

その他

無回答
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（３）退職防止の取り組について 

設問 10 従事者の定着、退職防止のために、貴事業所で取り組んでいることにチェックしてくださ

い。※あてはまるものすべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退職防止のための取り組みについて、「休暇を取りやすい体制」が 67.4％と最も高く、次いで「採

用時に業務内容・就労条件について詳細に説明する」(66.3％）、「上司による個別面談や相談体制の

充実」（57.8％）となっています。 

 
（４）研修について 

設問 11 貴事業所で、研修は適切に実施していますか。【研修は、社内研修、外部研修それぞれを含

みます。】※いずれか１つのみチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

研修の実施について、「適切に実施している」が 90.4％と最も高く、次いで「ほとんど実施してい

ない」(4.1％）、「分からない」（2.2％）となっています。 

 

  

n = 270　

休暇を取りやすい体制

採用時に業務内容・就労条件について
詳細に説明する

上司による個別面談や相談体制の充実

個人の希望に配慮した業務配置・
労働時間（シフト）

産休・育休・介護休暇の取得促進

先輩職員による担当指導制度や
フォロー体制

人事考課制度の実施

定期昇給実施による職員の生活の安定化、
モチベーションアップ

自主的な資格取得・研修受講等
スキルアップを支援（休暇付与、助成金）

職場内の仲間づくり活動の推進

メンタルヘルスケアを含む
健康管理体制の充実

体系的な教育・研修の充実

変形労働制の実施

無回答

67.4

66.3

57.8

56.7
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  凡　例

n = 270 90.4

4.1 2.2 3.3

0.0

適切に実施している

ほとんど実施して

いない
分からない

その他
無回答

（%）



  

8 

 
設問 12 設問 11 で「実施している」と答えた場合答えた場合、該当しているものにチェックしてく

ださい。※実施（予定）している研修内容すべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施（予定）している研修内容について、「新人向け」が 76.6％と最も高く、次いで「接遇研修」

(66.8％）、「中堅職員向けの研修（ＯＪＴ研修等）」（56.6％）となっています。 

 
設問 13 今後、行政が主催する場合、参加してみたい研修内容にチェックしてください。 

※あてはまるものすべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加したい行政主催の研修について、「クレーム対応研修」が 58.5％と最も高く、次いで「管理職

向けの研修」(50.4％）、「メンタルヘルス研修」（48.1％）となっています。 

 

  

n = 244　

新人向けの研修

接遇研修

中堅職員向けの研修（ＯＪＴ研修等）

ハラスメント対策研修

管理職向けの研修

メンタルヘルス研修

次期リーダー向けの研修

クレーム対応研修

その他

無回答

76.6

66.8

56.6
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45.1

38.9
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29.1

25.8
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n = 270　

クレーム対応研修

管理職向けの研修

メンタルヘルス研修

中堅職員向けの研修（ＯＪＴ研修等）

時期リーダー向けの研修

ハラスメント対策研修

接遇研修

新人向けの研修

その他

無回答

58.5

50.4

48.1

44.4

43.0

42.2

39.3

28.9

7.0
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1 0
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設問 14 貴事業所でオンラインでの研修の参加実績・予定はありますか。※いずれか１つのみチェッ

クしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンライン研修の参加実績・予定について、「参加したことがある」が 89.3％と最も高く、次いで

「参加したことはないが、今後参加予定である」(4.8％）、「参加予定はない」（3.7％）となってい

ます。 

 

（５）人材募集について 

設問 15 人材募集を行う場合どのような方法・媒体を使っていますか。 

※あてはまるものすべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人材募集の方法・媒体について、「ハローワーク」が 89.3％と最も高く、次いで「ホームページ(自

社サイト・無料サイト)」(54.8％）、「知人・友人等関係者の紹介」（42.2％）となっています。 

  

n = 270　

ハローワーク

ホームページ(自社サイト・無料サイト)

知人・友人等関係者の紹介

人材紹介・人材派遣会社へ依頼

新聞折り込みチラシ

インターンシップ、実習生、ボランティア

学校等へ紹介依頼

タウン誌・フリーペーパー

事業所内に張り紙掲示

チラシのポスティング

ホームページ(有料サイト)

事業所広告内に掲載（看板、吊り広告等）

その他

無回答

89.3

54.8

42.2

37.4

28.9

19.3

18.5

17.4

13.3

10.4

9.3

4.1

7.4

0.0

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1 0

1 1

1 2

1 3

1 4

（%）

  凡　例

n = 270 89.3 4.8

3.71.5 0.7

0.0

参加したことがある

参加したことはないが、

今後参加予定である

参加予定はない

分からない

その他

無回答

（%）
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設問 16 貴事業所には、外国人従事者はいますか。※いずれか１つのみチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 
※ここでいう外国人とは、在留資格が「介護」「留学（介護福祉士取得）」「特定活動（介護福祉士候補者）」としま

す。以下同じです。 

外国人従事者の有無について、「いる」が 3.3％、「いない」が 96.7％となっています。 

 
設問 17 設問 16 で「いる」と答えた場合、外国人従事者は何人いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

外国人従事者の人数について、「１～３人」が 77.8％、「４～９人」が 22.2％となっています。 

 
設問 18 設問 16 で「いる」と答えた場合、外国人従事者はどこの国から来ましたか。 

※あてはまるものすべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国人従事者の出身国について、「ベトナム」が 88.9％、「中国」が 11.1％となっています。 

  

n = 9　

ベトナム

中国

フィリピン

インドネシア

タイ

その他

無回答

88.9

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0 20 40 60 80 100
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（%）

  凡　例

n = 9 77.8 22.2

0.0

0.0

１～３人 ４～９人 １０人以上 無回答

（%）

  凡　例

n = 270

3.3

96.7
0.0

いる いない
無回答

（%）
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（６）介護ロボット・介護助手について 

設問 19 貴事業所では介護ロボットを導入していますか。 

※いずれか１つのみチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※介護ロボットとは：情報を感知（センサー系）、判断（知能・制御系）、動作（駆動系）の３つの要素技術を有す 

る、知育化した機械システムで、これを応用して高齢者の自立支援や介護者の負担軽減に役立つ介護機器のことです。 

介護ロボットの導入状況について、「導入していない。導入の検討もしていない」が 60.0％と最も

高く、次いで「介護ロボットは当事業所のサービスになじまないため、導入や検討をしていない」

(21.1％）、「導入している」（10.0％）となっています。 

 
設問 20 設問 18 で１又は２と答えた事業所は、導入（予定）している介護ロボットの種類はどれで

すか。※あてはまるものすべてにチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※分類は依頼文に添付した厚労省資料「ロボット技術の介護利用における重点分野」を参照してください。 
 

導入（予定）の介護ロボットについて、「見守り・コミュニケーション」が 70.6％と最も高く、次

いで「移乗支援」(29.4％）、「入浴支援」、「介護業務支援」（17.6％）となっています。 

 

  

  凡　例

n = 270
10.0 8.9 60.0 21.1

0.0

導入している

導入していないが、導入を

予定・検討している

導入していない。導入

の検討もしていない

介護ロボットは当事業所のサービスにな

じまないため、導入や検討をしていない

無回答

（%）

n = 51　

見守り・コミュニケーション

移乗支援

入浴支援

介護業務支援

排泄支援

移動支援

その他

分類がよく分からない

無回答

70.6

29.4

17.6

17.6

9.8

5.9

0.0

9.8

3.9

0 20 40 60 80

1

2

3

4

5

6

7

8

9

（%）



  

12 

 
設問 21 貴事業所で介護助手（介護補助）は導入していますか。※いずれか 1 つのみにチェックして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※介護助手とは、介護施設や事業所等で掃除や食事の配膳・片づけ、ベッドメイキング、利用者の話の相手等、身体介 

護以外の業務で、介護職員の補助的な業務を担う仕事です。ボランティアではありません。資格が必要ない職種です。 

介護助手（介護補助）の導入状況について、「導入していない。導入の検討もしていない」が

71.5％と最も高く、次いで「導入している」(22.2％）、「導入していないが、導入を予定・検討して

いる」（3.7％）となっています。 

 

 

 

  凡　例

n = 270 22.2

3.7

71.5

2.6

0.0

導入している

導入していないが、導入

を予定・検討している

導入していない。導入の

検討もしていない

その他

無回答

（%）
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資料（調査票） 
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15 

 

 

 



  

16 

 

 

 



 

17 

 

 

 



  

18 

 

 

 



 

19 

 

 

 



  

20 

 

 



 

21 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


